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間
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な
ど
に
よ
る
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ど
も
の
虐
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が
、
深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　児
童
虐
待
の
防
止
は
、
児
童
相
談
所
や
公
的
機
関
だ
け
で
行
え
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
地
域
全
体
で
見
守
り
、「
子
ど
も
が
虐
待
を
受
け
ず
に
、
健
や
か
に

成
長
で
き
る
社
会
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
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新
任
人
権
擁
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委
員
の
紹
介

　市
の
人
権
擁
護
委
員
に
、
10
月
１
日
付
け
で
法
師

人
健
一
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

　法
師
人
さ
ん
は
今
後
、
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
人
権
に

つ
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の
相
談
を
受
け

る
ほ
か
、
人
権
に
つ
い

て
の
考
え
を
広
め
る
な

ど
、
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▲ 法師人 健一さん

で
も
畑
仕
事
を
行
う
ほ

ど
、
元
気
に
過
ご
さ
れ

て
い
ま
す
。
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で
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の
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に
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す
。
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と
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金
融

支
援
機
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が
連
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し
て
提
供
す
る
、
最
長
35
年
の
全

期
間
固
定
金
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住
宅
ロ
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の
こ
と
で
す
。

　今
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10
月
か
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、
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に
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に
加
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り
、「
独
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金
融
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と
、
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の
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替
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に
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補
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を
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る
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お
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の
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と
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の
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に
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る
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進
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、
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の
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が
そ
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り
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協
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。
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の
開
始
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自
殺
対
策
計
画
を
策
定

　自
殺
対
策
基
本
法
の
改
正
に
基
づ
き
、「
誰
も
自
殺

に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
」
の
実
現
を
目

指
し
、『
真
岡
市
自
殺
対
策
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

ひ
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き
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で
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け
る
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き
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り
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ー
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ー
派
遣
事
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始
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ま
す
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社
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ま
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問
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い
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り
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え
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ず
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（5）広報もおか

　今
後
は
、
５
つ
の
基
本

施
策
と
３
つ
の
重
点
施
策

を
柱
と
し
、
自
殺
対
策
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　計
画
の
詳
細
に
つ
い
て

は
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Ｈ
Ｐ
（
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ー
ム
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）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
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上記のＱＲコードを読み
込むと、市HP「真岡市
自殺対策計画」ページ
にアクセスできます。

QRコード

　糖尿病は自覚症状がほとんどなく、血液検査で
発見される方が多いのが現状です。
　糖尿病は、血糖値を下げるインスリンが正常に
働かず、血液中のブドウ糖（血糖）が増えすぎる
ことにより、じわじわと全身の血管を傷付け、も
ろくする病気です。

　高血糖が続くと、腎臓の血管をもろくし、腎臓の働きを悪
くします。一般的に糖尿病性腎症は、血糖が高い状態が 10年
以上続くと発症するといわれています。

【問い合わせ】健康増進課成人健康係　☎ 83 ・ 8122　FAX83 ・ 8619

　①バランス良く食べる　②野菜をたくさん食べる　③塩分・脂質の取り過ぎに気を付ける
　④糖尿病で治療中の方は、自己判断で治療を中断せず、継続して治療する

腎臓の代わりに、機械で血液をきれいにして、
体に戻す治療法。食事が制限され、身体に負担
がかかり、さらに時間やお金（年間約 552万円）
もかかるため、生活に大きな影響を及ぼします。

人工透析

高血糖者の割合
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真岡市 県 全国

人工透析になった理由（真岡市）

真岡市における高血
糖者の割合は、県や
全国と比べて高い傾
向にあります。
（H30年度地域・職域診
断サービス報告書より）
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糖尿病性腎症
79%

原因不明
17%糸球体

腎炎
4%

【真岡市国民健康保険H29年 4月～
 H30 年 3月診療分のデータより】


